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利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが

　（別紙４）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32.33）

61

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38.39）

1. ほぼ全ての利用者が

62

4. ほとんどいない

3. たまにある

63

利用者は、日常的に戸外へ出かけている
（参考項目：51）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20.40）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

1. ほぼ全ての利用者が

69

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

3. 家族等の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う70

4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 家族等の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての家族等が

3. 職員の１/３くらいが

1  自己評価及び外部評価結果

4079200202

法人名 有限会社　ヒューマンケア

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号
　地域で生産した旬の食材を使用した食事を提供し、和食・洋食・中華料理等、様々な食事
を楽しんでいただけるように一から献立を考えすべて手作りで提供している。個々に応じた
サービスを提供できるよう支援し利用者様との絆を結べるように努めている。以前はなるべ
く多く外出の機会をつくっていたが、昨今の情勢を鑑み、敷地内、近所での散歩を継続して
気分転換や季節の移ろいを感じてもらえるように配慮している。かわりに、カラオケや塗り絵
など個別の屋内レクに力を入れている。

事業所名 グループホーム　小春の家

〒822-1402　福岡県田川郡香春町大字鏡山２６８番地　　℡ 0947-32-7889

1. 毎日ある

66
3. たまに

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

3. あまり増えていない
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどない

1. ほぼ全ての職員が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 職員の２/３くらいが

60

3. 利用者の１/３くらいが

1. 大いに増えている
2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが

所在地

自己評価作成日 令和０３年０４月０７日評価結果確定日令和０３年０３月１９日

1. ほぼ全ての利用者の
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25.26.27）

3. 利用者の１/３くらいの
2. 利用者の２/３くらいの

所在地

4. ほとんど掴んでいない

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

59

4. ほとんどない

訪問調査日

58

令和０３年０３月２９日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

 福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

3. 家族の１/３くらいと
65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21） 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての家族と

 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

評価機関名

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php基本情報リンク先

項　　目

「小春の家」は、田川市郊外の自然豊かな広い敷地の中に２００３年７月に開設された１８名のグルー
プホームである。本人や家族の希望するかかりつけ医の受診に対応し、協力医療機関、看護師とも密
に連携を図り、利用者が適切な医療を受けられるよう支援している。春先には、土筆、蕗、筍等、旬の
食材を使って調理上手な職員が作る美味しい料理を提供し、週１回はパン屋の移動販売を利用して
好きなパンを選んでもらう等、「食」を大切にした取り組を行っている。コロナ禍で人混みへの外出は控
えているが、天気の良い日には敷地内や近所への散歩に出かけて気分転換を図り、室内では将棋や
カラオケ、塗り絵を楽しんでいる。長く勤める職員との馴染みの関係の中で、利用者が安心して自分ら
しく暮らすことが出来るよう、一人ひとりに丁寧な支援に取り組んでいる、グループホーム「小春の家」
である。

項　　目

2. 家族の２/３くらいと

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会




















